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本
部
中
央
委
員
会
で
意
見
反
映

生
活
実
態
に
根
ざ
し
た
要
求

１
月
２３
日
に
、
中
央
で
労
使
ト
ッ
プ
会
談
が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
２
０
０
８
春
闘
が

ス
タ
ー
ト
し
た
。
道
本
部
の
春
闘
討
論
集
会
後
、青
年
部
、各
地
本
の
春
闘
討
論
集
会
、

自
治
労
本
部
の
第
１
３
５
回
中
央
委
員
会
が
開
か
れ
た
。道
本
部
は
２
月
４
日
、第
１
０

７
回
中
央
委
員
会
で
最
終
的
な
春
闘
方
針
を
確
認
し
闘
争
体
制
の
強
化
を
図
る
。

連
合
方
針
は
１
％
以
上
の

成
果
配
分
め
ざ
す

労
働
側
は
、
１
９
９
８
年

以
降
９
年
連
続
で
実
質
賃
金

の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
お

り
、
０６
年
の
労
働
分
配
率
も

５
年
連
続
マ
イ
ナ
ス
で
景
気

回
復
か
ら
完
全
に
置
き
去
り

に
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
派
遣
、
非
正
規
労

働
者
の
増
加
な
ど
格
差
拡
大

で
貧
困
、
不
平
等
が
広
が
り

社
会
的
問
題
に
な
っ
て
い

る
。連

合
は
、
労
働
者
側
に
１

％
以
上
の
成
果
配
分
を
め
ざ

し
、
非
正
規
を
含
め
た
成
果

配
分
と
最
低
賃
金
の
大
幅
な

引
き
上
げ
を
重
点
に
０８
春
闘

を
提
起
し
て
い
る
。

方
針
議
論
と
健
全
化
法

な
ど
学
習

道
本
部
の
春
闘
討
論
集
会

後
、
青
年
部
や
各
地
本
で
は

春
闘
討
論
集
会
が
開
か
れ
、

独
自
カ
ッ
ト
に
対
す
る
た
た

か
い
の
報
告
や
春
闘
方
針
へ

の
補
強
意
見
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
集
会
に
あ
わ
せ
て
「
自

治
体
財
政
健
全
化
法
に
係
わ

る
情
勢
」、「
病
院
の
財
政
の

現
状
」、「
政
治
学
習
会
」
な

ど
も
行
わ
れ
た
。

本
部
中
央
委
員
会
で意

見
反
映

自
治
労
本
部
は
１
月
３１

日
、
２
月
１
日
の
両
日
に
第

１
３
５
回
中
央
委
員
会
を
開

き
、
春
闘
方
針
を
議
論
。
道

本
部
は
、
�
組
合
員
の
生
活

実
態
に
根
ざ
し
た
平
均
１

１
、
０
０
５
円
（
昨
年
１

１
、
５
９
８
円
）
の
賃
金
要

求
・
勧
告
無
視
の
独
自
削

減
・
原
油
価
格
高
騰
に
伴
う

対
応
。
�
安
心
と
信
頼
の
社

会
保
障
制
度
の
推
進
。
�
財

政
再
建
計
画
実
施
後
の
夕
張

市
の
今
後
の
課
題
・
自
治
体

財
政
健
全
化
法
に
対
す
る
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
意
見

反
映
す
る
。

今
後
は
、
２
月
４
日
の
道

本
部
中
央
委
員
会
で
当
面
す

る
闘
争
方
針
案
、
春
闘
方
針

案
、
な
ど
に
つ
い
て
提
起

し
、
最
終
的
な
方
針
を
確
認

す
る
。

職場の実態を交流した、青年部春闘討論集会分散会＝１月１９日、
定山渓ビューホテル

新
テ
ロ
特
措
法
に
よ
る
補
給
部
隊
の

護
衛
艦
「
む
ら
さ
め
」
と
、
補
給
艦

「
お
う
み
」
が
約
２
カ
月
ぶ
り
に
イ
ン

ド
洋
に
向
か
っ
た
。
あ
い
さ
つ
で
、「
世

界
に
対
す
る
責
任
果
た
す
た
め
」
？
と

石
破
さ
ん
。
国
民
に
対
し
て
の
責
任
果

た
し
て
か
ら
言
っ
て
ほ
し
い
。

今
年
は
雪
が
少
な
く
除
雪
も
、
歩
く

の
も
楽
だ
と
喜
び
も
つ
か
の
間
、
ド
カ

雪
が
来
た
。
い
つ
も
帳
尻
合
う
よ
う
に

な
っ
て
い
る
と
は
言
え
「
温
暖
化
」
は

深
刻
だ
。「
エ
コ
ラ
イ
フ
」
実
践
し
て
い

る
派
、
し
て
な
い
派
。
全
く
し
て
い
な

い
方
も
そ
ろ
そ
ろ
始
め
ま
せ
ん
か
？

１
月
、
連
合
と
経
団
連
の
ト
ッ

プ
会
談
で
今
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し

た
。
外
需
依
存
型
景
気
が
株
価
下

落
と
景
気
不
安
に
繋
が
り
、
経
営

側
は
ガ
ー
ド
を
固
め
て
い
る
。
こ

れ
を
逆
手
に
内
需
�
個
人
消
費
に

下
支
え
さ
れ
た
安
定
経
済
に
転
換

す
る
時
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
賃
金

引
き
上
げ
が
最
も
効
果
的
で
あ
る

事
は
論
を
待
た
な
い
。

普
通
の
労
働
者
が
実
感
で
き
な

い
こ
こ
数
年
の
「
景
気
回
復
基

調
」
で
は
意
味
が
無
い
。
労
働
側

が
「
ピ
ン
チ
」
に
見
え
る
今
春
闘

こ
そ
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
連
合
挙
げ

て
闘
い
取
る
運
動
を
展
開
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
更
に
大
き
な
課
題

は
、
格
差
是
正
と
全
体
の
底
上
げ

で
あ
る
。
法
制
度
改
正
が
伴
う
課

題
も
あ
る
が
、
単
組
の
労
使
交
渉

で
前
進
で
き
る
課
題
も
多
く
あ

る
。
臨
時
・
非
常
非
勤
等
職
員
や

指
定
管
理
者
２
巡
目
へ
の
雇
用
確

保
と
待
遇
改
善
、
等
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
し
て
民
間
中
小
の
闘

い
、
地
域
民
間
賃
金
の
底
上
げ
は

急
務
で
あ
り
、
自
治
体
労
働
者
の

賃
金
水
準
に
も
大
き
く
影
響
す

る
。
自
治
労
公
共
民
間
・
全
国
一

般
は
、
そ
の
役
割
を
担
う
こ
と
に

な
る
。
特
に
全
国
一
般
は
、
牽
引

役
で
あ
る
。
自
治
労
は
、
中
小
の

闘
い
を
全
て
の
地
域
で
、
産
別
全

体
の
運
動
と
し
て
支
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

春
闘
の
再
構
築
が
叫
ば
れ
る

が
、
特
効
薬
は
ど
こ
に
も
無
い
。

７０
年
代
、
８０
年
代
の
春
闘
と
は
違

う
。
だ
が
、
変
わ
ら
ぬ
事
が
有

る
。
そ
れ
は
、「
春
闘
は
要
求
提
出

か
ら
」
と
言
う
事
で
あ
る
。
全
単

組
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

春
闘
は
要
求
書
提
出
か
ら

自
治
労
本
部
書
記
長

金
田

文
夫

朔 風

青年部春闘討論集会

学
ん
だ
こ
と

仲
間
に
伝
え
よ
う

１
月
１９
、
２０
日
の
両
日
、

定
山
渓
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
で
青

年
部
春
闘
討
論
集
会
を
開
き

１
０
３
単
組
・
総
支
部
３
１

２
人
（
女
性
４２
人
）
が
参
加

し
た
。

基
調
講
演
で
は
、
組
織
拡

大
推
進
室
・
松
岡
事
務
局
長

か
ら
「
働
き
続
け
ら
れ
る
職

場
を
作
る
こ
と
は
社
会
を
維

持
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

そ
の
た
め
に
も
私
た
ち
が
労

働
組
合
に
結
集
す
る
こ
と
が

大
事
。
困
っ
て
い
る
人
々
と

連
帯
し
て
労
働
運
動
を
す
る

こ
と
が
必
要
だ
」と
話
し
た
。

全
体
討
論
で
は
、
羅
臼
町

職
か
ら
「
人
勧
の
尊
重
を
唱

え
て
き
た
当
局
が
、
都
合
が

悪
け
れ
ば
先
送
り
と
い
う
や

り
方
に
矛
盾
と
強
い
憤
り
を

感
じ
る
」
と
い
う
声
が
あ
り

交
渉
に
向
け
『
生
活
・
職
場

実
態
点
検
手
帳
』
付
け
を
行

な
い
人
勧
内
容
の
早
期
実
施

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
な

げ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

全
道
庁
労
連
青
年
部
か
ら

は
約
束
違
反
の
提
案
を
し
た

知
事
に
、
２
年
間
の
独
自
削

減
に
よ
る
実
損
額
を
請
求
す

る
『
怒
り
の
請
求
書
行
動
』

や
、
１
月
闘
争
勝
利
に
向
け

た
決
意
な
ど
１４
本
の
発
言
が

あ
っ
た
。

渡
邊
青
年
部
長
は
「
将
来

の
見
え
な
い
生
活
実
態
、
過

酷
な
職
場
実
態
を
交
流
し

た
。
そ
ん
な
中
で
も
青
年
が

主
体
的
に
生
活
や
職
場
状
況

を
向
上
・
改
善
さ
せ
る
た
た

か
い
に
つ
い
て
学
び
あ
っ

た
。
仲
間
に
伝
え
、
た
た
か

い
に
つ
な
げ
て
行
こ
う
」
と

集
約
し
、
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー

で
集
会
を
終
え
た
。

交渉に向けてみんなで取り組んだ「生活・
職場実態点検手帳」道本部幹事の久末さん
（上ノ国町職）

JICHIRO スケジュール
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１３日�水 道本部第２回組織強化委員会（札幌市）

１８日�月 自治労共済道支部事務担当者会議（札幌市）

2008年度道本部

自治体財政セミナー
２月12日�火 １３：００～

会場＝ホテル札幌ガーデンパレス
札幌市中央区北１条西６丁目

●お知らせ

２００８地本イチオシおいしいものプレゼントの当選

発表は次号で掲載します。

■地方財政計画

■自治体財政健全化法 などを学習する

全日本自治団体労働組合
北海道本部

〒０６０―０８０６ 札幌市北区
北６西７北海道自治労会館
電 話 ０１１―７４７―３２１１
ＦＡＸ ０１１―７００―２０５３
編集・発行 谷川 広美

私の視点

視覚障害その他の理由で活字のままでこの本を利用出来ない人のために、営利を目的とする場合を除き「録音図書」「点字図書」「拡大写本」等の製作をすることを認めます。その際は著作権者、または、出版社まで御連絡ください。

２００８年２月１日（昭和２８年１２月１２日
第３種郵便物認可）jichiro-hokkaido.gr.jp自 治 労 北 海 道（毎月 １日・１１日・２１日発行、定価 １部 ６円

組合員の購読料は組合費の中に含まれています）��� 第１９４３号



総総選選挙挙でで国国民民のの意意志志問問ううべべきき

職職
場場
だだ
よよ
りり

組
合
員
の
絆
大
切
に

【
社
保
労
北
海
道
支
部
】
昨

年
１２
月
１５
日
、
北
海
道
自
治

労
会
館
に
お
い
て
第
２
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
。

大
会
討
論
で
は
、
日
夜
職

場
か
ら
奮
闘
し
て
い
る
組
合

員
の
状
況
や
、
厳
し
い
な
か

で
も
労
働
組
合
と
し
て
情
勢

の
共
有
化
を
は
か
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

仲
間
ど
う
し
が
声
を
掛
け
合

い
、
互
い
に
支
え
あ
い
、
励

ま
し
あ
い
、
組
合
員
の
絆
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
こ
の
難

局
を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
あ
っ
た
。

職
場
は
、
た
だ
で
さ
え
定

員
が
不
足
し
て
い
る
状
況
の

な
か
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不

全
に
よ
り
長
期
病
休
取
得
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
人
や
、
若

く
し
て
退
職
を
選
択
す
る
人

が
急
増
し
て
お
り
、
残
さ
れ

た
組
合
員
は
土
日
出
勤
や
慢

性
的
な
超
過
勤
務
な
ど
、
極

め
て
厳
し
い
労
働
条
件
の
も

と
で
、
隣
に
座
っ
て
い
る
人

と
会
話
を
す
る
時
間
す
ら
な

い
状
況
に
な
っ
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
労
働
組
合
に

は
、
健
康
管
理
の
取
り
組
み

を
重
点
的
に
進
め
る
こ
と
は

も
と
よ
り
、
組
合
員
ど
う
し

の
交
流
の
場
を
設
定
す
る
こ

と
な
ど
が
強
く
求
め
ら
れ
て

い
る
。

引
き
続
き
、
自
治
労

に
固
く
結
集
し
、
雇
用

と
健
康
を
守
る
取
り
組

み
を
強
め
て
い
く
。

（
社
保
労
組
・

岩

勝
美
）

道
本
部
と

い
っ
し
ょ
で
す

道
本
部
の
書
記
局
に

は
、
社
保
労
北
海
道
支

部
が
あ
り
、
書
記
の
村

元
弘
子
さ
ん
（
写
真

右
）
、
古
郡
里
映
さ
ん

（
写
真
左
）
が
道
本
部
役
職

員
と
一
緒
に
働
い
て
い
ま

す
。
明
る
く
元
気
な
２
人

は
、
全
道
約
７
０
０
人
組
合

員
の
自
治
労
共
済
の
事
務
処

理
や
、
会
計
処
理
な
ど
の
日

常
業
務
を
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

政治フォーラムが総会

道
本
部
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム

は
、
１
月
１１
日
に
札
幌
市
内

で
総
会
を
開
催
し
３０
人
の
会

員
が
出
席
し
た
。

ま
た
、
同
日
開
か
れ
た
道

本
部
学
校
リ
ー
ダ
ー
コ
ー
ス

を
研
修
会
と
位
置
付
け
、「
国

連
の
安
全
保
障
と
日
本
の
国

際
貢
献
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

講
演
会
（
講
師
�
最
上
国
際

基
督
大
学
教
授
）
で
学
習
を

深
め
た
。

総
会
で
は
三
津
会
長
（
道

議
�
写
真
右
下
）
が
、「
ね
じ

れ
国
会
と
い
わ
れ
て
い
る

が
、
国
民
の
民
意
が
反
映
さ

れ
て
い
な
い
の
は
衆
議
院
で

あ
り
、
早
期
解
散
で
国
民
の

意
思
を
問
う
べ
き
だ
。
ま

た
、
自
治
体
を
と
り
ま
く
財

政
や
地
域
医
療
の
課
題
の
解

決
に
は
政
権
を
変
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

三
浦
道
本
部
委
員
長
は
、「
昨

年
の
統
一
自
治
体
選
・
参
議

院
選
挙
で
の
成
果
を
、
ぜ
ひ

衆
議
院
選
挙
に
継
続
し
て
勝

利
を
め
ざ
そ
う
」
と
訴
え

た
。
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ

れ
た
。

会
員
拡
大
で
９８
人
に

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
こ
の
１

年
間
で
会
員
が
拡
大
し
た
。

相
原
参
議
、
逢
坂
衆
議
、
道

議
も
２
人
増
え
正
会
員
は
８３

人
、
顧
問
、
準
会
員
も
含
め

て
９８
人
の
組
織
現
況
と
な
っ

て
い
る
。

会員数が９８人になった道本部政治フォーラム

仲
野
ひ
ろ
子
連
合
後
援
会

主
催
の
新
年
交
礼
会
が
、
１

月
１７
日
に
釧
路
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

ゲ
ス
ト
の
白
眞
勲
参
議

は
、
現
在
の
政
局
に
つ
い
て

語
り
、「
笑
顔
以
外
見
た
こ
と

が
な
い
」
と
語
る
仲
野
代
議

士
へ
の
支
援
を
、
ユ
ー
モ
ア

た
っ
ぷ
り
に
話
し
会
場
が
沸

い
た
。

そ
の
後
壇
上
に
立
っ
た
仲

野
衆
議
は
、「『
国
民
の
生
活

が
第
一
』
で
あ
る
民
主
党
の

政
策
を
実
現
す
る
た
め
に

は
、
次
期
総
選
挙
で
政
権
交

代
す
る
し
か
な
い
、
皆
様
の

ご
支
持
を
頂
き
た
い
」
と
強

く
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
釧
根

の
皆
様
の
声
を
国
に
届
け
た

い
と
重
ね
て
訴
え
た
。

棚
野
白
糠
町
長
の
乾
杯
の

後
、
テ
ー
ブ
ル
ご
と
で
仲
野

衆
議
と
の
写
真
撮
影
を
行

い
、
参
加
者
は
楽
し
い
ひ
と

時
を
過
ご
し
た
。

仲
野
ひ
ろ
子
新
年
交
礼
会

釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧釧
根根根根根根根根根根根根根根根根根根
のののののののののののののののののの
声声声声声声声声声声声声声声声声声声
国国国国国国国国国国国国国国国国国国
にににににににににににににににににに
届届届届届届届届届届届届届届届届届届
けけけけけけけけけけけけけけけけけけ
るるるるるるるるるるるるるるるるるる

総勢１３人の執行部＝１２月１５日、自治労会館

毎年恒例の仲野ひろ子新年交礼会には１５００人が集った

総合研究室発
生
活
が
「
苦
し
く
な
っ

た
」
と
答
え
た
人
に
、
ど
の

よ
う
な
面
で
生
活
へ
の
影
響

が
出
て
い
る
か
を
聞
い
た
。

回
答
の
う
ち
上
位
５
つ
だ
け

を
２
０
０
２
年
調
査
と
比
較

し
て
み
た
の
が
別
図
で
あ

る
。
変
化
し
て
い
る
点
は
、

「
食
生
活
を
切
り
詰
め
て
い

る
」
人
が
３０
・
８
％
か
ら

４２
・
１
％
に
増
大
し
て
い

る
。
ま
ず
は
「
切
り
つ
め
や

す
い
」
が
生
活
す
る
上
で
最

も
根
源
的
な
食
生
活
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
（
レ
ベ
ル
ダ
ウ

ン
）。次
い
で
影
響
が
大
き
い

の
は
「
小
遣
い
や
交
際
費
が

少
な
く
な
っ
た
」
３８
・
７

％
、
そ
し
て
「
趣
味
や
習
い

事
、
レ
ジ
ャ
ー
、
ス
ポ
ー
ツ

の
機
会
が
減
っ
た
」
３８
・
１

％
の
順
で
、
い
ず
れ
も
２
％

強
増
え
て
い
る
。
逆
に
減
っ

た
の
は
「
借
金
・
貯
金
」
と

「
養
育
費
・
教
育
費
」
で
あ

る
。
と
く
に
「
養
育
費
・
教

育
費
」
は
１０
％
以
上
も
減
っ

て
い
る
が
、
長
く
続
い
た
生

活
悪
化
の
影
響
で
「
も
う
削

れ
な
い
」
と
い
う
声
が
聞
こ

え
て
く
る
。
そ
の
上
で
別
の

設
問
で
「
生
活
で
改
善
・
充

実
さ
せ
た
い
も
の
は
」
と
聞

い
た
と
こ
ろ
、ま
ず
は「
健
康

と
休
養
」（
４１
・
２
％
）、次
い

で「
趣
味
・
レ
ジ
ャ
ー
・
ス
ポ

ー
ツ
」（
４１
・
０
％
）が
高
い
。

し
か
し
２
０
０
２
年
と
比
べ

て
増
加
率
が
高
い
の
は
、や

は
り「
子
ど
も
の
教
育
」（
２３
・

６
％
か
ら
２９
・
１
％
に
）、「
食

生
活
の
改
善
」（
１４
・
６
％
か

ら
２４
・
４
％
に
）が
特
徴
的
で

あ
る
。こ
う
し
た
組
合
員
の

実
態
を
大
事
に
し
て
、こ
れ

以
上
の
賃
金
合
理
化
を
許
さ

ず
、今
年
の
春
闘
か
ら
賃
上

げ
へ
の
流
れ
を
作
っ
て
い
く

た
め
に
頑
張
ろ
う
。

２
０
０
８「
春
闘
ア
ン
ケ
ー
ト
」か
ら

�３
生
活
悪
化
の
影
響
は
…

国
会
は
与
野
党
激
突
中
で
す
が
、
労
働

業
界
で
は
０８
年
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
組
合

と
経
営
側
の
激
突
が
始
ま
り
ま
し
た
。
株

安
や
円
高
な
ど
経
済
の
見
通
し
が
悪
い
と

経
営
者
側
は
賃
上
げ
や
労
働
条
件
の
改
善

に
反
発
し
て
い
ま
す
が
、
長
時
間
労
働
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
、
過

労
死
な
ど
労
働
現
場
は
悲
鳴
を
上
げ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
許
さ
れ
ま
せ
ん
。
折
り

し
も
私
の
地
元
函
館
で
は
、
函
館
市
職
労

の
担
当
者
が
新
し
く
で
き
た
民
間
労
組
の

結
成
準
備
や
就
業
規
則
・
賃
金
規
則
の
課

題
解
決
に
向
け
団
体
交
渉
に
参
加
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
労
働
組
合
の
専

門
家
と
し
て
培
っ
て
き
た
知
識
も
生

か
さ
れ
ま
し
た
。
全
て
の
労
働
者
が

団
結
し
、
現
場
に
目
を
向
け
組
合
員
の
声

を
聞
く
、
労
働
者
の
権
利
を
１
つ
ず
つ
獲

得
し
て
い
く
と
い
う
原
点
に
戻
っ
て
組
合

運
動
を
前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

労
働
者
の
権
利
を
守
る

闘
い
が
ス
タ
ー
ト
！政

府
の
「
規
制

改
革
会
議
」
を
ご

存
知
だ
ろ
う
か
？

以
前
の
、「
規
制
改

革
・
民
間
開
放
推

進
会
議
」
を
衣
替

え
し
た
も
の
だ
。

経
済
界
や
学
者
？

と
称
す
る
方
々
が
、
政
府
の

政
策
の
骨
格
を
勝
手
に
決
定

す
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い

る
。
こ
こ
で
は
、
不
思
議
な

ば
っ

こ

理
論
が
跋
扈
し
て
い
る
。「
非

正
規
労
働
者
の
労
働
条
件
が

悪
い
の
は
、
正
規
労
働
者
が

保
護
さ
れ
す
ぎ
て
い
る
か

ら
」「
女
性
の
就
業
率
が
悪
い

の
は
、
女
性
保
護
が
あ
り
、

採
用
し
に
く
い
」
な
ど
な
ど

で
あ
る
。
そ
う
言
え
ば
、
経

団
連
会
長
で
キ
ャ
ノ
ン
の
御

手
洗
氏
は
、
自
社
の
偽
装
請

負
の
原
因
に
つ
い
て
「
現
在

の
派
遣
法
の
規
制
が
偽
装
請

負
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
」
と

訳
の
わ
か
ら
な
い
こ
と
を
言

っ
て
い
た
（
こ
れ
で
、
Ｐ
Ｃ

の
プ
リ
ン
タ
ー
を
キ
ャ
ノ
ン

に
す
る
の
を
や
め
た
）。こ
の

話
を
聞
い
た
瞬
間
、「
悪
い
冗

談
」
と
思
っ
て
い
た
が
、
彼

ら
は
本
気
の
よ
う
で
あ
る
。

自
治
労
は
、
こ
れ
は
冗
談
と

捉
え
て
は
い
け
な
い
と
警
告

し
て
い
る
。
そ
の
「
本
気
」

が
凶
器
と
な
る
の
だ
か
ら
。

皆
さ
ん
も
、
一
度
、
規
制
改

革
会
議
の
「
悪
い
冗
談
」
を

読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す

か
。

（
平
川

則
男
）
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